
　
　
　

第99回定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

連 結 計 算 書 類 の 連 結 注 記 表
計 算 書 類 の 個 別 注 記 表

（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

　

上記の事項につきましては、法令及び当社定款第19条に基づき、インタ
ーネット上の当社のウェブサイト（http://www.asahidia.co.jp/）に掲
載することにより株主の皆様に提供しております。

旭ダイヤモンド工業株式会社
　

（証券コード：6140）
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連結注記表
Ⅰ 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
　1. 連結の範囲に関する事項
　 連結子会社の数及び連結子会社の名称
　 連結子会社の数 14社
　 連結子会社の名称
　 山梨旭ダイヤモンド工業株式会社
　 是村旭ダイヤモンド工業株式会社
　 是村磨料(上海)有限公司
　 旭ダイヤモンドインダストリアルヨーロッパSAS
　 旭ダイヤモンドインダストリアルドイツGmbH
　 台湾鑽石工業股份有限公司
　 上海旭匯金剛石工業有限公司
　 P.T.旭ダイヤモンドインダストリアルインドネシア
　 旭ダイヤモンドタイランドCO.,LTD.
　 旭ダイヤモンドアメリカ,Inc.
　 旭ダイヤモンドインダストリアルスカンジナビアAB
　 旭ダイヤモンドインダストリアルオーストラリアPty.,Ltd.
　 旭ダイヤモンドデメキシコ,S.A.デC.V.
　 旭ダイヤモンドインダストリアルマレーシアSDN.BHD.

子会社はすべて連結しております。
株式会社是村は、平成30年１月１日付で是村旭ダイヤモンド工業株式会社に商号変更しております。
是村磨料(上海)有限公司は、平成29年11月２日付で解散及び清算を決議し、現在清算手続き中であります。

　

　2. 持分法の適用に関する事項
（1）持分法を適用した関連会社の数 １社
　 会社の名称 新韓ダイヤモンド工業株式会社
（2）持分法の適用の手続きについて特に記載すべき事項

上記の持分法適用会社は、決算日が連結決算日と異なるため、当該会社の事業年度に係る計算書類を使用しております。
　

　3. 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社14社のうち、在外連結子会社12社の決算日は12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっては、同日現在
の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

　

　4. 会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
　 ① 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券……………………… 償却原価法(定額法)
その他有価証券
　時価のあるもの………………………… 決算期末日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)
　時価のないもの………………………… 移動平均法による原価法

　 ② たな卸資産の評価基準及び評価方法
　 評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。

　商品及び製品…………………………… 主に個別法
　仕掛品…………………………………… 主に個別法
　原材料及び貯蔵品……………………… 主に移動平均法
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（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
　 ① 有形固定資産（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は、主として定率法(ただし、建物(附属設備を除く。)並びに平成28年４月１日以降に取得した建
物附属設備及び構築物は定額法)を採用し、在外連結子会社は主として定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は以
下のとおりであります。
建物及び構築物 …………………５～50年
機械装置及び運搬具 ……………４～10年

　 ② 無形固定資産（リース資産を除く）
主として定額法を採用しております。

　 ③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（3）重要な引当金の計上基準
　 ① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

　 ② 賞与引当金
当社及び一部の連結子会社は、従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

　 ③ 事業構造改善引当金
連結子会社の再建計画に伴う損失に備えるため、当連結会計年度における見積額を計上しております。

（4）その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
　 ① 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。なお、
在外子会社等の資産及び負債は、在外子会社等の決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場
により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めております。

　 ② 退職給付に係る会計処理の方法
・退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式
基準によっております。
・数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、翌連結会計年度に一括して費用処理しております。

・小規模企業等における簡便法の採用
一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付
債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

　 ③ 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
　

　5. 表示方法の変更
連結貸借対照表
有形固定資産に対する減価償却累計額は、前連結会計年度まで、各資産科目から直接控除し、その控除残高を各資産科目の
金額として表示する方式（直接控除方式）で表示しておりましたが、連結貸借対照表の明瞭性を高めるため、当連結会計年度
より、減価償却累計額を各資産科目に対する控除科目として表示する方式（間接控除方式）に変更しております。
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Ⅱ 連結貸借対照表に関する注記
1. 有形固定資産の圧縮記帳
・独立型再生可能エネルギー発電システム等対策費補助金の受入11百万円を機械装置及び運搬具より控除しております。
・工場誘致条例用地取得助成金の受入640百万円を土地より控除しております。

　2. 土地の再評価
土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、土地再評価差額
金を純資産の部に計上しております。

　 ・再評価の方法
土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第３号に定める固定資産税評価額に基

づき算出しております。
・再評価を行った年月日 平成14年３月31日
・再評価を行った土地の期末における
時価と再評価後の帳簿価額との差額 △757百万円

　3. 当連結会計年度期末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、当連結会計年度期末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度期末日満期手形が、当連結会計年度期末残高
に含まれております。
受取手形 240百万円

　
Ⅲ 連結損益計算書に関する注記
当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。
①減損損失を計上した資産グループの概要

場所 用途 種類 減損損失
(百万円)

千葉県長生郡長南町 他 電着ダイヤモンド
ワイヤ製造設備 機械及び装置等 2,451

②減損損失に至った経緯
第４四半期連結会計期間において、電着ダイヤモンドワイヤの受注数量が急激に減少し、販売単価の下落傾向も相俟って、将
来の回収可能性を検討しました。その結果、投資額の十分な回収が困難と見込まれるため、電着ダイヤモンドワイヤ製造設備に
係る資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。
③減損損失の金額

金額(百万円)
建物及び構築物 736
機械装置及び運搬具 1,590
有形固定資産その他 119
無形固定資産 4
合計 2,451

④資産グルーピングの方法
当社グループは、管理会計の区分をもとに、概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位にてグルーピングを行っ
ております。遊休資産については、それぞれの物件ごとに１つの資産グループとしております。また、本支店及び厚生施設につ
いては独立したキャッシュ・フローを生み出さない事から共有資産としております。
⑤回収可能価額の算定方法等
当該資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローがマイナスとなる見込みの
ため、零として評価しております。
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Ⅳ 連結株主資本等変動計算書に関する注記
　1. 発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 55,700,000株 ― ― 55,700,000株

　2. 自己株式の種類及び総数

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 3,303株 1,755株 ― 5,058株

(変動事由の概要)
普通株式の増加1,755株は、単元未満株式の買取りによるものであります。

　3. 配当に関する事項
　 （1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成29年６月27日
定時株主総会 普通株式 334百万円 ６円 平成29年３月31日 平成29年６月28日

平成29年11月２日
取締役会 普通株式 445百万円 ８円 平成29年９月30日 平成29年12月１ 日

　
　 （2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

次のとおり決議を予定しております。

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 １株当たり
配当額 基準日 効力発生日

平成30年６月26日
定時株主総会 普通株式 　 278百万円 利益剰余金 ５円 平成30年３月31日 平成30年６月27日
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Ⅴ 金融商品に関する注記
　1. 金融商品の状況に関する事項
　 （1）金融商品に対する取組方針

当社グループの資金運用については、一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用しております。また、資金調達につい
ては、設備投資計画に照らして、必要な資金を銀行借入により調達しております。

　 （2）金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、グローバルに事業を展開している
ことから生じている外貨建ての営業債権は、為替の変動リスクに晒されております。有価証券及び投資有価証券は、主に満
期保有目的の債券及び取引先企業との関係を勘案して投資した株式であり、そのうち上場株式については市場価格の変動リ
スクに晒されております。
営業債務である支払手形及び買掛金は、ほとんどが４ヶ月以内の支払期日であります。また、その一部には、外貨建ての

営業債務があり、為替の変動リスクに晒されておりますが、恒常的に同じ外貨建ての売掛金残高の範囲内にあります。借入
金は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、返済日は決算日後、最長で２年であります。

　 （3）金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、営業債権について、毎月各営業部門と経理部が主要な取引先の状況をモニタリングし、取引相手ごとに期日
及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。連結子会社に
おきましても、当社と同様の管理を行っております。
満期保有目的の債券は、資金運用規程に従い、格付の高い債券のみを対象としているため、信用リスクは僅少であり
ます。
当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表価額により表わさ
れております。

② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
当社は、有価証券及び投資有価証券について、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、また、
満期保有目的の債券以外のものについては、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社は、各部署からの報告に基づき、経理部が適時に資金計画を作成・更新するなどの方法により、必要な手元流動
性を確保することで、流動性リスクを管理しております。

　 （4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれておりま
す。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動
することがあります。
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　2. 金融商品の時価等に関する事項
平成30年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。(（注２）を参照ください。）

（単位：百万円）
連結貸借対照表計上額 時価 差額

（1）現金及び預金 18,202 18,202
（2）受取手形及び売掛金 12,782 12,782
（3）有価証券及び投資有価証券

① 満期保有目的の債券 1,401 1,399 △2
② その他有価証券 8,124 8,124

資産計 40,511 40,508 △2
（1）支払手形及び買掛金 1,865 1,865
（2）短期借入金 490 490
（3）未払法人税等 1,087 1,087
（4）長期借入金 16 16 0

負債計 3,459 3,459 0
　

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
資産
　 （1）現金及び預金

預金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
　 （2）受取手形及び売掛金

受取手形及び売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま
す。

　 （3）有価証券及び投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関から提示された価格によっております。

負債
　 （1）支払手形及び買掛金、(2)短期借入金、並びに(3)未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
　 （4）長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値
により算定しております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（単位：百万円）

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 4,976

これらについては、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もるには過大なコストを要すると見込まれます。したが
って、時価を把握することが極めて困難と認められるものであるため、「資産（3）有価証券及び投資有価証券 ②その他有価証券」
には含めておりません。
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Ⅵ １株当たり情報に関する注記
1．１株当たり純資産額 1,048円95銭
2．１株当たり当期純利益 29円00銭
　
Ⅶ その他の注記
　 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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（ご参考）

連結包括利益計算書
（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

当期純利益 1,704
その他の包括利益
その他有価証券評価差額金 827
為替換算調整勘定 338
退職給付に係る調整額 3
持分法適用会社に対する持分相当額 371 1,541

包括利益 3,246
（内訳）
親会社株主に係る包括利益 3,271百万円
非支配株主に係る包括利益 △25百万円
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個別注記表
Ⅰ 重要な会計方針
　1．重要な資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

① 満期保有目的の債券…………………… 償却原価法（定額法）
② 子会社株式及び関連会社株式………… 移動平均法による原価法

　 ③ その他有価証券
時価のあるもの……………………… 決算期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの……………………… 移動平均法による原価法

（2）たな卸資産の評価基準及び評価方法
評価基準は原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)によっております。

① 商品及び製品…………………………… 個別法
② 仕掛品…………………………………… 個別法
③ 原材料及び貯蔵品……………………… 移動平均法

　

　2．重要な減価償却資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く）

定率法(ただし、建物(附属設備を除く。)並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法)を採用し
ております。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
① 建物及び構築物 …………… ５～50年
② 機械装置及び運搬具 ……… ４～９年

（2）無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額

法を採用しております。
（3）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　

　3．重要な引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別
に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

（3）退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当事業年度末におい

て発生している額を計上しております。
・退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準
によっております。
・数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、翌事業年度に一括して費用処理しております。

・未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取扱いが連結貸借対照表と異なります。
　

　4．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
　 消費税等の会計処理
　 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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Ⅱ 貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 38,132百万円
（2）有形固定資産の圧縮記帳

工場誘致条例用地取得助成金の受入640百万円を土地より控除しております。
（3）保証債務

在外子会社の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。
旭ダイヤモンドインダストリアルヨーロッパSAS 27百万円

（4）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
　 短期金銭債権 1,480百万円
　 長期金銭債権 315百万円
　 短期金銭債務 334百万円
（5）土地の再評価
　土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、土地再評価差額金
を純資産の部に計上しております。
・再評価の方法
土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第３号に定める固定資産税評価額に基づ
き算出しております。

・再評価を行った年月日 平成14年３月31日
・再評価を行った土地の期末における
時価と再評価後の帳簿価額との差額 △757百万円

　(6) 当事業年度期末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、当事業年度期末日が金融機関の休日であったため、次の当事業年度期末日満期手形が、当事業年度期末残高に含まれて

おります。
受取手形 198百万円

　
Ⅲ 損益計算書に関する注記

関係会社との取引高
売上高 5,307百万円
仕入高 3,354百万円
販売費及び一般管理費 307百万円
営業取引以外の取引高 343百万円

Ⅳ 株主資本等変動計算書に関する注記
　 自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式 3,303株 1,755株 ― 5,058株

(変動事由の概要)
普通株式の増加1,755株は、単元未満株式の買取りによるものであります。
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Ⅴ 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
　未払事業税 58百万円
　賞与引当金 198百万円
　退職給付引当金 2,091百万円
　貸倒引当金 97百万円
　たな卸資産評価損 113百万円
固定資産減損損失 742百万円
　その他 135百万円
繰延税金資産小計 3,438百万円
評価性引当額 △205百万円
繰延税金資産合計 3,232百万円

繰延税金負債
　その他有価証券評価差額金 △1,624百万円
　その他 △19百万円
繰延税金負債合計 △1,644百万円
繰延税金資産の純額 1,588百万円

　

Ⅵ 関連当事者との取引に関する注記
　 会社等

（単位：百万円）

会社等の名称 議決権等の所有
（被所有）割合

当社と関連当
事者との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

山梨旭ダイヤモンド
工業株式会社

所有
直接 100％ 子会社

製品・半製品の購入 2,483 買掛金 231

材料の売却 554 売掛金 53

製品の加工 24 未収入金 4

工場用地の賃貸
（注3） 28 ― ―

　 取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）1．販売価格、購入価格及び加工代金については、市場実勢を勘案して、価格交渉の上で決定しております。

2．取引金額には消費税等の金額は含まれておりませんが、期末残高には消費税等の金額が含まれております。
3．相当の地代によっております。

　
Ⅶ １株当たり情報に関する注記
1．１株当たり純資産額 836円91銭
2．１株当たり当期純利益 17円87銭
　
Ⅷ その他の注記
　 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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